
作
ら
れ
た
「
物
語
」
を
超
え
て

Ｎ
Ｏ
．
１

３
年
（

）
組
（

）
番
（

）

ジ
ャ
ン
ル
＝
（

論
説
文

・

説
明
的
文
章

）

目
的
＝
論
説
文
の
構
造
を
把
握
し
、
実
際
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
論
じ
る
。

論
理
の
流
れ

序
論
（
導
入
）

本
論

結
論
（
ま
と
め
）

↓

↓

（

①
～
④

）

(

⑤
～
⑯

)

（

⑰
～
⑱

）

序
論
（
導
入
）

・
・
・
て
が
か
り
を
示
す
論

（

①
～
④

）

き
っ
か
け
「
ペ
は
ど
の
よ
う
に
海
に
潜
り
、
餌
を
取
っ
て
い
る
か

」

【
定
義
】
〔

バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ

〕
と
は
何
か
。

「

調
べ
ら
れ
る
側
の
動
物
自
身
が
デ
ー
タ
を
集
め
る

」
方
法

本
論

・
・
・
持
論
を
展
開
す
る
中
心
部
分(
⑤
～
⑯)

二
つ
の
固
ま
り

本
論
は
長
い
場
合
が
多
い
の
で
分
割
し
て
理
解
す
る

一
つ
め
、

ペ
ン
ギ
ン
の
潜
水
能
力

(

⑤
～
⑫)

二
つ
め
、

生
き
残
り
を
か
け
た
工
夫

(

⑬
～
⑯)

結
論

・
・
・
ま
と
め
を
述
べ
る
最
後
の
部
分(

⑰
～
⑱

)

結
論
「
「
バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
」
は
動
物
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
行
動
を
調

べ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

」

「
動
物
た
ち
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
私
た
ち
が
思
考
で
き
る
範

囲
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

」

再
確
認

論
説
文
を
す
ば
や
く
読
み
取
る
コ
ツ
は
何
で
す
か
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説
文
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テ
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沿
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～
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序
論
（
導
入
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・
・
・
て
が
か
り
を
示
す
論

（

①

）

き
っ
か
け
「
ゴ
リ
ラ
が
危
険
な
動
物
だ
と
の
誤
解
が
広
ま
っ
て
い
た

」

【
定
義
】
〔

「
物
語
」

〕
と
は
何
か
。

「

人
間
に
都
合
が
い
い
よ
う
に
解
釈
し
て
き
た
「
誤
解
」
」

本
論

・
・
・
持
論
を
展
開
す
る
中
心
部
分(
②
～
⑩)

二
つ
の
固
ま
り

本
論
は
長
い
場
合
が
多
い
の
で
分
割
し
て
理
解
す
る

一
つ
め
、

ゴ
リ
ラ
の
「
物
語
」
が
生
ん
だ
悲
劇

(
②
～
⑦)

二
つ
め
、

人
間
の
「
物
語
」
の
誤
解
を
解
く
た
め
に

(
⑬
～
⑯)

結
論

・
・
・
ま
と
め
を
述
べ
る
最
後
の
部
分(

⑪
～
⑫

)

結
論
「
「
物
語
」
の
真
実
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い

る
文
化
や
社
会
を
よ
く
知
る
こ
と
が
必
要

」

「
自
分
勝
手
な
独
り
よ
が
り
な
解
釈
を
避
け
、
常
識
を
疑
う
。
何
よ
り
自

分
を
相
手
の
立
場
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
視
点
が
重
要

」

再
確
認

論
説
文
を
す
ば
や
く
読
み
取
る
コ
ツ
は
何
で
す
か


